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高
等
教
育
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
に
つ
い
て
は
、
平
成
９
年
５
月
に
閣
議

決
定
さ
れ
た
「
経
済
構
造
の
変
革
と
創
造

の
た
め
の
行
動
計
画
」
に
お
い
て
、
多
様

か
つ
実
践
的
な
人
材
育
成
、
並
び
に
大
学
、

国
等
の
研
究
開
発
力
の
活
用
等
を
実
現
す

る
た
め
に
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
導
入
に

つ
い
て
、
産
学
連
携
を
支
援
す
る
取
組
を

総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ

た
こ
と
等
を
契
機
と
し
て
、
政
府
と
し
て

の
本
格
的
な
取
組
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
年
９
月
に
は
、
当
時
の
文
部
省
、
通

商
産
業
省
、
労
働
省
に
よ
っ
て
「
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
の
推
進
に
当
た
っ
て
の
基
本

  特 集 効果的なインターンシップの推進のために

的
な
考
え
方
」
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
、
産

業
界
・
大
学
・
行
政
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て

取
り
組
ま
れ
る
べ
き
事
項
等
が
示
さ
れ
る

と
と
も
に
、
そ
の
総
合
的
な
推
進
が
図
ら

れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
平
成
１４
年
度
か
ら
、

「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
入
企
業
開
拓
事

業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
大

学
生
等
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
促
進
す

る
た
め
に
は
十
分
な
受
入
企
業
が
必
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
各
地
の
経
営
者
協
会
等

事
業
主
団
体
の
協
力
を
得
て
会
員
企
業
等

に
対
す
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
周
知
と

受
入
の
協
力
要
請
を
行
う
と
と
も
に
、
受

入
意
向
を
示
し
た
企
業
情
報
を
取
り
ま
と

め
て
大
学
・
学
生
等
に
提
供
す
る
こ
と
等

を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

本
事
業
の
実
績
を
み
る
と
、
事
業
開
始

当
初
（
平
成
１４
年
度
）、
受
入
企
業
数
が

約
１
９
０
０
社
、
こ
れ
に
よ
っ
て
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
体
験
し
た
学
生
数
は
約

３
２
０
０
名
で
し
た
が
、
１８
年
度
に
は
受

入
企
業
数
約
７
２
０
０
社
、
参
加
学
生
数

約
１
万
２
０
０
０
人
と
、
４
年
間
で
４
倍

近
く
ま
で
増
加
し
て
い
ま
す
（
図
１
）。
地

域
の
事
業
主
団
体
が
中
核
と
な
り
、
地
域

企
業
に
お
け
る
受
入
促
進
の
た
め
の
工
夫

を
積
み
重
ね
る
な
か
で
、
特
に
従
前
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
て
い
な
か
っ
た

中
小
企
業
や
地
域
へ
の
普
及
に
も
寄
与
し

高
等
教
育
に
お
け
る

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
推
進
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
職
業
安
定
局
若
年
者
雇
用
対
策
室

１　

は
じ
め
に

2　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

　
　

促
進
に
向
け
た
取
組

図1　インターンシップ受入企業開拓事業の実施状況
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て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
学
生
が
職
業

や
働
く
こ
と
を
体
験
を
通
じ
て
理
解
し
、

そ
の
後
の
専
攻
や
職
業
選
択
に
活
か
す
こ

と
が
で
き
る
ば
か
り
で
な
く
、
企
業
に
と

っ
て
は
、
指
導
に
当
た
る
若
手
社
員
の
成

長
、
職
場
の
活
性
化
な
ど
の
社
内
で
の
効

果
の
ほ
か
、
自
社
の
認
知
度
の
向
上
、
地

元
の
大
学
と
の
交
流
な
ど
社
外
と
の
関
係

に
お
け
る
効
果
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
個
々

の
学
生
・
企
業
双
方
の
立
場
か
ら
意
義
の

3　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を

　
　

取
り
巻
く
現
状
と
課
題

効果的なインターンシップの推進のために特 集

図2　大学等におけるインターンシップの実施状況 

実
施
率 

学
校
数 

0
平成8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18（年） 

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500
大学実施率 
短大実施率 
高専実施率 

資料出所：文部科学省「大学等における平成18年度インターンシップ実施状況調査」 

大学 
短大 
高専 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100
（％） （校） 

図4　インターンシップ受入企業から大学への要望 図3　インターンシップ受入の目的 
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あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
普
及
・

促
進
に
伴
い
、
企
業
の
実
施
目
的
や
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
内
容
等
も
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

学
生
の
職
業
意
識
の
向
上
を
図
ろ
う
と
す

る
も
の
ば
か
り
で
な
く
、
実
施
企
業
の
理

解
促
進
・
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
主
目
的
と

す
る
も
の
、
ま
た
最
近
で
は
、
採
用
選
考

等
と
区
別
が
つ
か
な
い
も
の
等
が
散
見
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

趣
旨
を
踏
ま
え
た
取
組
が
必
要
と
な
っ
て

い
ま
す
（
図
3
）。

　

ま
た
、
学
生
の
参
加
目
的
や
参
加
意
識

も
多
様
化
し
て
お
り
、
目
的
意
識
の
希
薄

な
参
加
学
生
の
問
題
が
受
入
企
業
か
ら
も

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
4
、
図
5
）。

　

い
わ
ゆ
る
フ
リ
ー
タ
ー
や
ニ
ー
ト
が
依

然
と
し
て
高
い
水
準
に
あ
る
ほ
か
、
新
規

学
校
卒
業
者
の
早
期
離
職
の
割
合
が
増
加

傾
向
に
あ
る
な
ど
の
問
題
に
関
連
し
て
、

学
校
卒
業
時
に
職
業
や
働
き
方
を
適
切
に

選
択
し
決
定
で
き
る
よ
う
、
学
校
教
育
の

早
い
段
階
か
ら
職
業
や
自
己
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
有
効
な
方
策
の
一
つ
と

し
て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
注
目
さ
れ
、

こ
こ
１０
年
足
ら
ず
の
間
に
急
速
に
普
及
・

定
着
し
て
き
ま
し
た
。
文
部
科
学
省
の
調

査
に
よ
れ
ば
、
大
学
等
に
お
い
て
授
業
科

目
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
は
、
平
成
８
年
度
に
は
実
施
大

学
は
わ
ず
か
１
０
０
校
程
度
に
す
ぎ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
１８
年
度
に
は
実
施
大
学
数

４
８
２
校
ま
で
増
加
し
（
図
2
）、
体
験
学

生
数
も
約
５
万
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
普
及
や

関
心
の
高
ま
り
に
伴
い
、
学
生
の
参
加
目

的
意
識
の
在
り
方
や
そ
の
他
の
準
備
状
況

等
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
が
職
業
や
自
己
理
解
を
深
め
、
専

攻
や
就
職
希
望
の
方
向
付
け
、
就
職
へ
の

動
機
付
け
等
に
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
に

対
し
て
過
大
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
傾
向

も
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
中
学
・
高
校

段
階
で
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
通
じ
た
、
働

く
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
の
基
本
認
識
、

自
己
と
社
会
、
職
業
を
関
係
付
け
て
考
え

る
こ
と
の
習
慣
付
け
と
い
っ
た
成
果
を
踏

ま
え
、
ま
た
、
大
学
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア

教
育
の
一
環
と
し
て
、
低
学
年
時
か
ら
の

適
切
な
指
導
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
先

立
つ
事
前
指
導
の
積
み
重
ね
の
上
に
実
施

さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
多
様
な
成

果
が
生
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
推
進
に

当
た
っ
て
は
、
単
に
量
的
拡
大
を
目
指
す

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
各
学
校
段
階
で

の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
機
能
強
化
を
図
る
こ

と
と
併
せ
、
こ
う
し
た
取
組
に
よ
っ
て
適

切
に
意
識
醸
成
が
図
ら
れ
た
学
生
を
対
象

に
、
ま
た
、
こ
れ
に
協
力
す
る
こ
と
に
積

極
的
な
意
義
を
見
出
す
企
業
と
の
間
で
、

大
学
も
含
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
実

り
あ
る
多
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
確
立
す
る

こ
と
に
よ
り
重
き
が
置
か
れ
る
べ
き
で
あ

り
、
こ
う
し
た
取
組
が
結
果
と
し
て
今
後

よ
り
多
く
の
大
学
、
学
生
、
企
業
に
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
意
義
を
知
ら
し
め
、
実

の
伴
う
取
組
の
拡
大
に
資
す
る
も
の
と
期

待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

4　

今
後
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

　
　

あ
り
方

厚 労 省 

図5　インターンシップ受入企業の担当者の“学生に備えてほしい能力・資質” 
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資料出所：「インターンシップ推進のための調査研究委員会調査（平成16年）」 
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